












要約:下垂体性小人症の成長ホルモン治療は、1975 年より開始されすでに成人になった患

者さんが 1000 を越したが、それらの患者さんの社会的適応を検討し、成長ホルモン治療

をうけて一定の身長が得られた人は社会的適応はよいが二次性徴の悩みが多く、一定の最

終身長が得られなかった患者さんでは社会的適応に問題があることが明らかになった。ま

た成長ホルモン治療のシステムは成長科学協会を通して行われているが、このシステムの

充実活用が必要であると考えられた。


